
令
和
３
年
度
須
崎
区
総
会
に
つ
い
て

令
和
２
年
正
月
早
々
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
が
世
界
的
に
蔓
延
し
、
デ
ル
タ
株
に

ま
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
と
変
化
を
し
、
未
だ

収
束
の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。

新
年
度
切
り
替
え
に
当
た
り
、
須
崎
区
の

総
会
を
予
定
し
て
も
こ
の
２
年
間
は
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
上
か
ら
、
館
内
で
の
集
会
は
自
粛

を
し
て
、
書
面
決
議
で
の
方
法
を
取
り
総
会

の
実
施
を
し
て
き
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
３
年
度
須
崎
区
総

会
に
お
い
て
も
前
年
同
様
に
、
書
面
決
議
の

方
式
で
実
施
す
る
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
よ
っ
て
、
区
協
議
会
役
員
並
び
に

組
長
会
役
員
に
は
総
会
議
案
書
資
料
な
ど
の

製
本
と
、
配
布
及
び
回
収
を
す
る
事
と
な
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
書
面
決
議
に
よ
る
総
会
の
結
果
は
、

回
覧
な
ど
で
報
告
を
致
し
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

須
崎
財
産
区
有
地
境
界
見
廻
り
実
施

２
／
11
（
金
）
建
国
記
念
の
日
に
財
産
区

議
員
9
名
は
前
財
産
区
会
計
小
川
正
弘
氏
に

よ
る
道
案
内
で
、
財
産
区
有
地
の
境
界
見
廻

り
の
実
地
踏
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
行
は
、
上
ノ
山
に
続
く
旧
道
須
崎
線
の

一
本
松
脇
に
あ
る
境
界
杭
の
確
認
を
し
た
。

そ
の
後
山
中
の
雑
木
林
を
か
き
分
け
外
浦

地
先
ま
で
の
尾
根
の
境
界
確
認
し
て
歩
い
た
。

山
中
の
尾
根
を
下
り
お
り
尾
竹
浜
を
確
認
し

元
鉱
山
道
路
を
旧
道
に
向
か
い
上
っ
た
。

次
に
現
在
整
備
工
事
中
の
御
台
場
周
辺
の

境
界
の
確
認
に
出
向
い
た
が
、
工
事
の
関
係

か
ら
山
中
の
境
界
確
認
が
で
き
ず
、
整
備
中

の
展
望
台
な
ど
を
視
察
し
た
。

そ
の
後
は
浜
崎
小
学
校
ま
で
戻
り
学
校
裏

の
忠
魂
碑
脇
に
あ
る
境
界
杭
を
確
認
し
た
。

こ
の
先
下
田
港
側
に
面
し
た
崖
上
の
境
界
は

危
険
箇
所
が
あ
る
た
め
確
認
は
し
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
柿
崎
側
と
の
境
界
を
旧
道
一
本
松
に

向
か
っ
て
雑
木
林
を
登
っ
て
終
了
し
た
。

水
仙
ま
つ
り
反
省
会
の
実
施

水
仙
ま
つ
り
が
終
わ
っ
て
2
／
24
（
木
）

に
下
田
市
観
光
協
会
、
下
田
市
、
須
崎
区
、

ほ
か
関
係
者
に
て
反
省
会
を
行
な
っ
た
。

期
間
中
は
数
局
の
Ｔ
Ｖ
放
映
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

活
動
、I

nst
agr

am

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

実
施
ほ
か
、
下
田
太
鼓
の
実
演
、
須
崎
区
、

下
田
海
中
水
族
館
、
下
田
料
飲
組
合
、
下
田

温
泉
組
合
な
ど
に
よ
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
た
こ
と
の
報
告
。

来
年
度
の
実
施
日
の
確
認
を
し
た
。
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発
行
者

須
崎
協
議
会

文
化
厚
生
部

下
田
市
須
崎
一
七
九
九
番
地

須
崎
漁
民
会
館
内

電
話

０
５
５
８
（
２
２
）
８
０
５
６

題字:梅田弥祐先生

年
度
末
を
迎
え
て

区
長
代
理

森
田

学
（
そ
ば
や
隠
居
）

太
陽
の
日
差
し
が
少
し
ず
つ
暖
か
く
な
り
眠
っ
て

い
た
草
木
の
芽
も
膨
ら
ん
で
き
ま
し
た
。
3
月
は
万

物
が
躍
動
を
始
め
る
準
備
の
季
節
で
あ
る
と
同
時
に

年
度
末
の
時
で
も
あ
り
ま
す
。

令
和
3
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
令
和
3
年
6
月

「
突
然
の
区
長
辞
任
」
に
よ
り
、
協
議
会
に
は
区
運

営
の
引
継
ぎ
も
な
い
ま
ま
手
探
り
の
状
態
の
中
、
毎

月
の
定
例
会
で
そ
の
時
々
の
課
題
等
を
確
認
し
あ
い

な
が
ら
9
ヶ
月
間
、
区
の
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
2
年
連
続
で
須
崎
区
の

最
大
行
事
「
津
島
神
社
例
大
祭
」
を
は
じ
め
諸
行
事

を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
第
56
回
水

仙
ま
つ
り
は
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

静
岡
新
聞(

2
月
27
日
付
け)

に
掲
載
さ
れ
た
下
田
市

と
市
観
光
協
会
の
ま
と
め
の
抜
粋
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
の
第
56
回
水
仙
ま
つ
り
の
来
場
者
数
は
前

年
度
比
61
％
増
の
12
万
6
千
人
だ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
少
な
か
っ
た
前
々

年
比
で
は
、
27
．
6
％
減
だ
っ
た
。
11
都
道
府
県
に

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
た
一
方
、
今
回
は

塩
害
な
ど
も
な
く
、
開
花
状
況
が
良
好
だ
っ
た
こ
と

が
増
加
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。
前
年
は
期
間
中

4
台
に
と
ど
ま
っ
た
大
型
バ
ス
の
来
訪
も
35
台
ま
で

増
え
ま
し
た
。

第
57
回
水
仙
ま
つ
り
も
２
０
２
２
年
12
月
20
日
か
ら

23
年
1
月
31
日
に
開
催
予
定
で
す
。

1
月
下
旬
か
ら
デ
ル
タ
株
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

感
染
拡
大
に
移
行
し
、
未
だ
に
静
岡
県
は
千
人
を
超

え
る
感
染
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、

下
田
市
を
含
む
賀
茂
地
区
内
で
も
毎
日
数
人
の
感
染

者
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
出
さ
れ
て
い

る
蔓
延
防
止
の
延
長
と
い
う
情
報
も
あ
り
ま
す
。

令
和
3
年
度
の
須
崎
区
総
会
を
3
月
27
日
（
日
）

に
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
感
染

状
況
の
中
で
は
、
昨
年
度
に
続
き
書
面
決
議
の
形
に

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
を
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

次
に
2
月
の
近
況
報
告
を
し
ま
す
。

①

財
産
区
有
地
境
界
見
廻
り
に
つ
い
て

右
の
欄
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
で
財
産
区
見
廻
り

を
実
施
し
ま
し
た
。
見
廻
り
を
し
て
気
付
い
た
こ
と

を
2
点
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

外
浦
と
の
境
界
杭
付
近
の
樹
木
に
は
白
い
ペ
ン
キ

の
印
が
あ
り
境
界
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

次
に
、
現
在
お
台
場
周
辺
は
観
光
エ
リ
ア
お
台
場

整
備
の
工
事
中
で
す
が
、
展
望
台
と
そ
こ
に
つ
な
が

る
道
路
と
階
段
を
作
成
中
で
し
た
。
展
望
台
か
ら
下

田
湾
が
一
望
で
き
る
計
画
で
し
た
が
、
こ
の
エ
リ
ア

は
国
立
公
園
の
た
め
、
樹
木
全
て
は
伐
採
で
き
な
い

こ
と
が
判
明
し
、
展
望
台
か
ら
下
田
湾
一
望
は
難
し

い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
展
望
台
ま
で
の
階
段
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は

な
く
自
然
を
生
か
し
た
木
の
階
段
で
す
。

②

須
崎
地
区
交
通
指
導
員
選
出
に
つ
い
て

長
い
間
交
通
指
導
員
を
し
て
下
さ
っ
た
川
端
元
之

さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
令
和
4
年
か
ら
松
村
知
理
さ
ん

が
交
通
指
導
員
を
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。

爪
木
入
口
信
号
前
で
小
学
生
の
登
校
指
導
を
行
っ
て

く
れ
ま
す
。

③

須
崎
地
区
民
生
児
童
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

鈴
木
大
然
さ
ん
（
観
音
寺
住
職
）
が
来
年
度
以
降

も
や
っ
て
下
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
１
名

や
っ
て
下
さ
る
方
が
い
た
ら
漁
民
会
館
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
（
1
名
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
）

④

爪
木
崎
足
根
の
浜
清
掃
に
つ
い
て

一
昨
年
の
台
風
で
流
れ
着
い
た
巨
大
流
木
な
ど
の

処
理
が
終
了
し
ま
し
た
。

⑤

須
崎
遊
歩
道
の
工
事
に
つ
い
て

県
議
会
議
員
森
竹
次
郎
氏
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
今

年
2
月
、
県
が
現
地
調
査
を
行
い
遊
歩
道
の
設
計
が

終
了
し
、
工
事
予
算
が
令
和
4
年
度
の
予
算
に
計
上

さ
れ
、
5
、
6
ヶ
月
の
工
期
で
遊
歩
道
の
安
全
確
保

を
す
る
工
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
担
当
者
が
下
田
市
役
所
観
光
課
に
3
月
中
に
詳
細

を
説
明
す
る
予
定
で
す
。

最
後
に
各
団
体
に
次
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
度
末
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
須
崎
区
よ
り
助
成

金
を
受
け
た
団
体
（
会
）
は
、
令
和
３
年
度
の
活
動

報
告
と
決
算
報
告
を
３
月
末
日
ま
で
に
漁
民
会
館
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

二
月
の
実
施
行
事

2
日(

水)

古
着
回
収

4
日(

金)

回
覧
日
、

5
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

〃

わ
ら
い
の
輪-

中
止

8
日(

火)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

10
日(

木)

初
午
祭
（
両
神
社
）

〃

区
協
議
会
定
例
会

11
日(

金)

【
建
国
記
念
の
日
】

〃

財
産
区
議
員
境
界
見
廻
り

16
日(

水)

古
着
回
収

18
日(

金)

回
覧
日
、

19
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

22
日(

火)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

23
日(

水)

【
天
皇
誕
生
日
】

24
日(

木)

水
仙
ま
つ
り
反
省
会

28
日(

月)

須
崎
区
協
議
会
出
納
閉
鎖

三
月
の
予
定
行
事

2
日(

水)

古
着
回
収
、
／
財
産
区
議
会

4
日(

金)

回
覧
日
、

5
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

〃

わ
ら
い
の
輪-

中
止

6
日(

日)

市
内
津
波
避
難
訓
練-

中
止

8
日(

火)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

10
日(

木)

区
協
議
会
定
例
会

16
日(

水)

古
着
回
収

18
日(

金)

回
覧
日
、
／
浜
崎
小
学
校
（
午
前
）
、

下
田
東
中
学
校
（
午
後
）
卒
業
式

19
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

21
日(

月)

【
春
分
の
日
】

23
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

27
日(

日)

須
崎
区
協
議
会
総
会

四
月
の
予
定
行
事

1
日(

金)

回
覧
日
、

2
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

〃

わ
ら
い
の
輪

6
日(

水)

古
着
回
収

12
日(

火)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

14
日(

木)

区
協
議
会
定
例
会

15
日(

金)

回
覧
日
、

16
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

20
日(

水)

古
着
回
収

26
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

29
日(

金)

【
昭
和
の
日
】

～
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
～

《

二

月

》

12
日

森

登
茂
子

さ
ん
１
０
０
歳
（
重

〆
）



公
衆
ト
イ
レ
に
表
示
板
の
設
置

2
／
22
（
火
）
に
須
崎
公
衆
ト
イ
レ
男
子

側
の
軒
下
に
、
50
㎝
四
方
の
男
女
表
示
板
と

車
椅
子
表
示
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
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当
た
り
前
の
幸
せ
の
あ
り
が
た
さ

浜
崎
小
学
校
校
長

菊
池

正
仁

日
本
に
は
水
に
関
す
る
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
「
湯
水
の
よ

う
に
使
う
」
と
い
う
言
葉
は
物
を
粗
末
に
す
る
た
と
え
で
使
わ
れ
ま
す
。

日
本
に
は
昔
か
ら
水
が
豊
か
に
あ
り
水
道
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
飲

み
水
が
出
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
の
多
く
の
国
で
は
水
道
水
は
飲

め
ま
せ
ん
。
世
界
の
中
に
は
、
一
時
間
以
上
も
か
か
っ
て
毎
日
水
を
汲

み
に
行
き
、
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
運
ん
で
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
水
は
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
が
、
知
ら
な
い
う
ち
に

た
く
さ
ん
の
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
コ
メ
や
麦

や
肉
を
生
産
す
る
の
に
た
く
さ
ん
の
水
が
必
要
で
す
。
牛
肉
は
飼
料
や

牛
の
飲
み
水
を
足
す
と
1
ト
ン
に
つ
き
二
万
六
千
ト
ン
も
の
水
が
必
要

で
す
。
で
す
か
ら
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
一
個
食
べ
る
と
水
千
リ
ッ
ト
ル
、

牛
丼
1
杯
で
は
水
を
二
千
リ
ッ
ト
ル
、
飲
む
の
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
牛
丼
を
半
分
残
す
と
水
千
リ
ッ
ト
ル
捨
て
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
普
段
、
直
接
目
に
は
見
え
な
い
の
で
、
な
か
な
か
気
づ
き

ま
せ
ん
。

地
球
は
水
の
惑
星
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
が
使
え
る
水
は
三

％
く
ら
い
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
七
割
は
氷
河
と
氷
山
で
す
。
残
り
の

ほ
と
ん
ど
は
地
下
水
な
の
で
私
た
ち
が
利
用
で
き
る
水
は
本
当
に
わ
ず

か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
暮
ら
す
日
本
と
い
う
、
そ
の
わ
ず
か

な
水
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
え
る
と
て
も
恵
ま
れ
た
国
に
住
ん
で
い

る
の
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
今
は
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
ま
ん

延
し
、
グ
ル
ー
プ
学
習
や
運
動
、
楽
器
の
演
奏
、
そ
し
て
学
校
行
事
、

休
み
時
間
で
さ
え
、
子
供
た
ち
は
制
限
さ
れ
た
中
で
の
毎
日
を
す
ご
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
友
達
や
仲
間
を
大
切
に
し
、
学
習
に
も

粘
り
強
く
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
子
供
た
ち
の
姿
に
は
頭
が
下
が
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
生
活
が
一
日
も
早
く
過
去
の
出
来
事
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
、
普
段
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
こ
と
は
「
当
た

り
前
の
こ
と
」
と
感
じ
て
し
ま
い
、
そ
の
あ
り
が
た
さ
を
な
か
な
か
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
身
の
回
り
に
は
「
友
だ
ち
が
い

る
幸
せ
」
「
学
校
に
通
え
る
幸
せ
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
幸
せ
が
あ
り
ま

す
。
実
は
勉
強
を
し
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
一
緒
に
話
し
た
り
す
る

こ
と
も
大
変
な
幸
せ
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
幸
せ
に
つ
い
て
、
改
め
て
子
供
た
ち
と
共

に
か
み
し
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
思
い
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
須
崎
区
の
皆
さ
ま
も
十
分

な
コ
ロ
ナ
対
策
と
感
染
症
予
防
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

い
の
し
し
ニ
ュ
ー
ス

二
月
の
捕
獲
情
報

4
日
（
金
）
は
こ
罠

1
頭

２
０
㌔
メ
ス

ご
ん
た
横
の
奥
側
に
て

8
日
（
火
）
括
り
罠

1
頭

６
０
㌔
オ
ス

旧
道
1
本
松
付
近
に
て

ご意見募集

市、区などへの
ご意見、ご要望
ご提言、ご質問

身近な話題

「わが家の自慢」
何でも結構です
お寄せ下さい。

須崎協議会事務所

須
崎
で
見
ら
れ
る
野
鳥

丑
嶋

久
雄

11
，
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
（
尉

鶲
）

最
近
、
耕
運
機
で
畑
を
耕
し
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
ス
ズ
メ
よ
り
も
や
や
小
ぶ
り
な
美
し
い
小
鳥
が
や
っ
て

き
て
、
じ
っ
と
作
業
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。
「
ジ
ョ
ウ
ビ
タ

キ
」
で
す
。
5
ｍ
位
ま
で
近
付
い
て
も
逃
げ
ま
せ
ん
。
地
中

か
ら
出
て
く
る
虫
や
種
子
を
探
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
頭
部

は
銀
色
、
胸
か
ら
腹
部
は
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
で
顔
や
背

中
、
翼
は
光
沢
の
あ
る
黒
色
、
翼
に
白
い
斑
点
が
あ
り
ま
す
。

普
段
、
ク
モ
な
ど
の
昆
虫
を
主
食
と
し
て
い
ま
す
が
餌
の
少

な
い
冬
場
に
は
、
ピ
ラ
カ
ン
サ
や
ヒ
サ
カ
キ
の
実
も
好
ん
で

食
べ
て
い
ま
す
。

時
々
、
「
キ
ッ
、
キ
ッ
」
と
か
「
カ
ッ
、
カ
ッ
」
と
地
鳴

き
し
ま
す
。
こ
の
音
が
、
火
打
石
を
打
ち
合
わ
せ
る
音
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
火
焚
き
（
ヒ
タ
キ
）
」
の
名
が
付
い

た
そ
う
で
す
。
ジ
ョ
ウ
（
尉
）
は
銀
髪
を
意
味
し
ま
す
。
メ

ス
は
全
体
的
に
目
立
た
な
い
灰
色
が
か
っ
た
褐
色
で
す
が
、

オ
ス
、
メ
ス
と
も
に
翼
に
白
い
斑
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
白

い
斑
点
が
着
物
の
「
紋
」
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
紋
付

き
鳥
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
」
は
渡
り
鳥
で
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
南

ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
分
布
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
の
極
東

部
沿
海
地
方
、
バ
イ
カ
ル
湖
周
辺
等
で
繁
殖
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
は
越
冬
の
た
め
に
飛
来
し
、
春
に
去
っ
て
い
き
ま
す
。

繁
殖
期
の
美
し
い
囀
り
を
聞
く
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
残
念

で
す
。

瀬
戸
内
地
方
に
は
、
「
ス
ズ
メ
」
と
「
紋
付
き
鳥
」
（
ジ
ョ

ウ
ビ
タ
キ
）
の
昔
話
が
あ
り
ま
す
。

「
ス
ズ
メ
」
と
「
紋
付
き
鳥
」
は
、
姉
妹
で
し
た
。
母
親
が

危
篤
に
な
っ
た
時
、
「
ス
ズ
メ
」
は
お
歯
黒
（
歯
を
黒
く
染

め
る
化
粧
の
こ
と
）
を
塗
っ
て
い
ま
し
た
が
、
知
ら
せ
を
聞

く
と
す
ぐ
中
断
し
、
母
の
元
に
向
か
い
ま
し
た
の
で
無
事
、

母
を
看
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
お
洒
落
な
「
紋
付

き
鳥
」
は
、
知
ら
せ
を
聞
く
と
、
化
粧
を
し
た
り
紋
付
き
を

着
た
り
と
、
身
支
度
に
時
間
を

か
け
す
ぎ
、
母
の
死
に
目
に
会

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

激
怒
し
た
父
親
に
勘
当
さ
れ

た
「
紋
付
き
鳥
」
は
、
今
で
も

鳴
く
と
き
に
頭
を
下
げ
、
父
親

に
謝
り
続
け
て
い
る
の
で
す
。

「
ス
ズ
メ
」
の
く
ち
ば
し
の
一

部
が
黒
い
の
は
、
塗
り
か
け
た

お
歯
黒
が
残
っ
て
い
る
か
ら
だ

そ
う
で
す
。

〈

２

月

の

学

校

の

様

子

〉

２/１ 朝礼（校内放送にて）

２ /１ ８ 委 員 会 活 動 の 説 明 会 （ ６ 年 生 か ら ４ 年 生 へ ）

６ 年 生 が 卒 業 制 作 で 、 修 理 し た 壁 に 奇 麗 に 絵 を 描 い て く れ て い ま す


